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1　　　阿づまの光

春は
る
か
ぜ風

の
薫か

を

り
て
諸も

も

の
花は

な

ひ
ら
く

の
ど
か
な
御み

よ代
と
な
さ
し
め
給た

ま

へ

「
美
か
ら
の
門
戸
」
を
開
か
む
！	

祭
務
課
長
　	

和わ

田だ

桂け
い

一い
ち

去
る
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
都
内
北
区
王
子
に
あ
る｢

北ほ
く

と
ぴ
あ｣

に
て
、「
出
口
王
仁
三
郎
と
そ
の

一
門
の
作
品
展
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
祖
さ
ま
の｢

お
筆
先｣

を
は
じ
め
、
聖
師
さ
ま
の
耀
盌
は
二
十
点
、
全

紙
に
一
気
に
ご
揮
毫
さ
れ
た
十
二
連
作
の
書
や
、
二
代
さ
ま
、
三
代
さ
ま
、
尊
師
さ
ま
、
四
代
さ
ま
、
五
代
教
主

さ
ま
の
そ
れ
ぞ
れ
合
計
一
二
八
点
に
及
ぶ
展
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
な
が
ら
大
本
大
博
覧
会
の
様
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
は
、
壮
観
と
い
う
よ
り
、
ま
さ
に
圧
倒
的
で
し
た
。
や
は
り
実
物
の
耀
盌
や
ご
真
筆
を
直

接
目
の
当
た
り
に
拝
す
る
と
、
ス
ウ
ッ
と
惹
き
込
ま
れ
た
か
と
思
う
と
、
本
当
に
温
か
く
ふ
わ
っ
と
包
み
込
ん
で

し
ま
わ
れ
ま
す
。
ま
た
教
主
さ
ま
は
今
年
の
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
『
東
京
で
の
作
品
展
は
、
東
日
本
大
震
災
が

あ
り
ま
し
た
関
係
で
、〝
東
に
み
救
い
の
光
を
〟
の
願
い
を
込
め
て
、
お
作
品
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
』

と
お
述
べ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
こ
と
に
意
義
深
く
有
り
難
い
お
作
品
展
で
あ
っ
た
の
だ
と
、
改
め
て
深
く
思
い
ま
す
。

根
源
か
ら
発
せ
ら
れ
る
美
に
触
れ
る
と
、
ス
ッ
と
魂
が
惹
き
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
気
が
や
が
て
包
容
力
へ
と
展
開

さ
れ
、
つ
い
に
は
活
動
力
へ
と
昇
華
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
本
物
の
美
に
接
す
る

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
勇
気
と
元
気
が
心
の
底
か
ら
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聖
師
さ
ま
は
『
造
化
の
偉
大
な
る
力
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
、
天
地
間
の
森
羅
万
象
は
、
何
れ
も
皆
、
神
の
芸

術
的
産
物
で
あ
る
。
こ
の
大
芸
術
者
、
す
な
わ
ち
造
物
主
の
内
面
的
真
態
に
触
れ
、
神
と
共
に
悦え
つ
ら
く楽

し
、
神
と
共

に
生
き
、
神
と
共
に
動
か
ん
と
す
る
の
が
、
真
の
宗
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
ご
教
示
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

大
自
然
の
造
化
の
前
に
立
つ
と
、
誰
し
も
己
の
小
さ
さ
を
思
い
、
心
震
え
る
感
動
と
共
に
元
気
に
な
る
、
と
い
う

の
も
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
や
歴
代
教
主
さ
ま
方
の
神
霊
の
気
を
凝
縮
さ
れ
た
お
作
品
に
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
何
よ
り
の
魂
の
浄
化
と
み
救
い
、
そ
し
て
活
動
力
の
湧
出
へ
と
お
導
き
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ

う
。
ど
う
か
こ
の
後
、
古
都
鎌
倉
で
も
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
お
誘
い
い
た
だ
き
会
場

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
心
あ
る
人
々
が
「
美
か
ら
の
門
戸
」
を
開
か
れ
、
大
神
さ
ま
へ
と
た
ど
り
着
か
れ
ん

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

五
代
教
主
作
灰
釉
茶
盌
銘｢

天あ
め
つ
ち地
」「
金
龍
海
五
大
州
茶
盌
」

六
盌
の
う
ち
の
一
盌
（
鶴
山
艮
＋
鶴
山
坤 

土･

本
宮
山
相
生
松
釉
）
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古今独歩 出口王仁三郎とその一門の作品展

魂の煌めき〜耀盌と書画〜

１月６日から 12 日までの一週間、東京都北区にある〝北
ほく

とぴあ〟において「古今独歩 出口王仁三郎とそ

の一門の作品展 魂の煌めき〜耀盌と書画〜」（主催：出口王仁三郎とその一門の作品展実行委員会／後

援：東京都・産経新聞社）が開かれ、歴代教主・教主補さまのお作品 128 点を展示。期間中 2,322 人が

来場した。東京における一門の作品展は、昭和 49 年３月、椿山荘美術館で行われて以来 39 年ぶりの開催。

写真は大正 12 年 12 月、石川県大聖寺（現・加賀市）をご親教中に揮毫された全紙 12 幅の書が並んだ

開祖さまの「お筆先」。作品展初日に放映されたＮＨＫ（Ｅテレ）シリー

ズ〝日本人は何を考えてきたのか（第９回）〟「大本教 日本人は何を求

めたのか〜出口なお・王仁三郎」を見て足を運んだ入場者も目立った

若い世代の入場者には、ツ

イッターなどネットを通

じて足を運んだ人の姿も

今回の作品展には聖師さまの「天国廿八（にじゅうは

ち）」や「御遊（ぎょゆう）」をはじめとする耀盌 20 点、

茶入・水指各１点と水墨画、書など 40 点が出展された
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五代教主さまの東日本大震災の復興を祈念して作

られた「みろくの春（別名：みちのくの春）」の

上には、四代教主さまの「祈り」が掲げられた

北大路魯山人が穴があくほど見

入ったと言われる二代教主さまの

書「よがかわりてんかむるいのへ

たなじおかく」のほか、茶盌・書画・

金屏風・鶴山織物が展示された

入
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

◆
ど
の
お
作
品
か
ら
も
気
品
、
清
々
し
さ
、
神
々

し
さ
が
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
お

作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
の
前
に
た
た
ず
み
、
胸
の
奥

底
か
ら
込
み
上
げ
て
く
る
喜
び
、
う
れ
し
さ
を
か

み
し
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

お
作
品
を
拝
見
で
き
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

（
40
代
・
女
性
・
信
徒
の
紹
介
）

◆
十
二
枚
の
書
の
力
強
さ
と
、
器
の
作
品
の
数
々

‥
‥
作
品
を
超
え
た
力
を
感
じ
ま
し
た
。
不
思
議

で
す
。
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
も
の
や
、
思
わ
ず

顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
も
の
、
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
や
は
り
何
か
明
確
な
使
命
を
も
っ
た
方
だ
と

感
じ
ま
し
た
。（
40
代
・
女
性
・
産
経
新
聞
を
見
て
）

◆
書
と
陶
芸
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
関
心
だ
け
で
、

何
の
先
入
観
も
持
た
ず
に
来
ま
し
た
。
そ
し
て
館

内
を
見
て
ま
わ
っ
て
非
常
に
強
い
印
象
と
楽
し
さ

を
覚
え
ま
し
た
。
陶
器
の
他
で
見
た
こ
と
の
な
い

多
才
な
色
合
い
、
形
、
そ
し
て
書
や
絵
の
独
特
の

個
性
。
新
年
早
々
、
満
足
感
の
高
い
催
し
物
に
出

会
え
て
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
70
代
・
男
性
・
会
場
ロ
ビ
ー
の
チ
ラ
シ
を
見
て
）

◆
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
す
。
褒
め
言
葉
を
た
く

さ
ん
並
べ
て
し
ま
え
ば
〝
う
そ
〟
に
な
っ
て
し
ま

う
気
が
す
る
の
で
必
要
以
上
に
は
書
き
ま
せ
ん
。

書
、
色
づ
か
い
「
極
み
」
の
一
言
で
す
。

（
50
代
・
女
性
・
産
経
新
聞
を
見
て
）

◆
明
治
の
大
変
革
の
流
れ
の
中
で
現
れ
た
大
本
の

足
跡
を
省
み
て
、
果
た
し
た
役
割
に
感
謝
で
す
。

弾
圧
に
負
け
ず
生
き
の
び
た
日
本
人
の
魂
を
代
表

す
る
根
源
的
な
力
を
感
じ
ま
し
た
。
神
の
力
を
信

じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
地
球

再
生
に
向
け
て
、
力
を
合
わ
せ
て
ゆ
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。	

（
60
代
・
男
性
・
チ
ラ
シ
を
見
て
）

尊師さまのお作品は書画 13 点と屏風１点を展示。「自然と涙
が出てきました。日出麿先生の作品にお会いすることができ
嬉しかった」（アンケートより）といった感動の声が聞かれた

日本の伝統文化を重んじ「信仰即
芸術即生活の実践」を説かれた三
代教主さまの作品は、陶器 27 点、
書画８点、屏風１点が展示された

四代教主さまは 10 点の書と２点の陶器が、五代教主さまは

鉱泉鉄・松灰釉の引出黒茶盌３点（写真）と「みろくの春（別

名：みちのくの春）」６点（写真左）の計９点が展示された
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次
い
で
出
口
京
太
郎
相
談
役
の
講
話
「
愛
善
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
世
界
を
救
う
」
が
行
わ
れ
、
日
本
近

海
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
海
洋
発
電
や
レ
ア

メ
タ
ル
と
い
っ
た
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

続
い
て
成
人
式
典
が
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
駒
形

康し
ず
かさ

ん
（
東
京
）、
佐
和
山
み
ど
り
さ
ん
（
松
香
）

の
新
成
人
二
人
を
紹
介
。
続
い
て
鈴
木
花
枝
直
心

会
神
奈
川
連
合
会
長
よ
り
大
本
本
部
、
直
心
会
、

大
本
青
年
部
か
ら
の
記
念
品
の
贈
呈
と
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
最
後
に
新
成
人
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
が
今

後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
２
０
１
３

第
百
十
九
回
大
本
公
開
講
座
『
出
口
な
お
・
王

仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
２
０
１
３
』
は
、
一
月

十
六
日
午
後
七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
、
港
区

新
橋
の
航
空
会
館
に
お
い
て
、
出
口
眞
人
大
道
場

講
師
を
迎
え
「
大
本
の
神
示
と
世
界
の
将
来—

人

類
へ
の
預
言
と
警
告—

」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
六
十
六
人
（
内
、
一
般
四
十
三
人
）。

講
座
で
は
、
出
口
な
お
開
祖
の
出
生
か
ら
ご
昇

天
に
な
る
ま
で
の
ご
生
涯
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
国

祖
の
大
神
さ
ま
の
ご
隠
退
と
ご
再
現
な
ど
を
説
い

た
。「
開
祖
の
お
筆
先
に
『
因
縁
の
身
魂
を
引
き
寄

せ
て
み
ろ
く
の
世
を
築
く
』
と
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
私
た
ち
は
我
よ
し
の
心
を
改
め
て
良
い
世

の
中
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、「
開
祖
の
生
い
立
ち
と
大
本
開

教
の
流
れ
、
立
替
え
立
直
し
の
奥
深
い
意
図
を
学

ん
だ
。
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
聞
い
て
み
た
い
（
男

性
・
一
般
）」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
25
年
東
光
苑
新
年
祭

平
成
二
十
五
年
癸
巳
東
光
苑
新
年
祭
は
一
月
一

日
、
午
前
七
時
よ
り
斎
主
・
森
良
秀
東
京
宣
教
セ

ン
タ
ー
次
長
の
も
と
執
り
行
わ
れ
、
八
十
四
人
が

参
拝
し
た
。

祭
典
後
、
参
拝
者
全
員
で
教
主
さ
ま
の
お
写
真

に
年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
た
の
ち
、
教

主
さ
ま
の
新
年
ご
あ
い
さ
つ
を
映
像
を
通
し
て
拝

聴
。
最
後
に
浅
田
秋
彦
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
た
。

そ
の
後
、
お
神
酒
接
待
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
食

堂
で
は
神
代
餅
の
直
会
を
い
た
だ
い
た
。

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
は
一
月
十
三
日
、

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
斎
主
・
出
口
京
太
郎
大

本
本
部
相
談
役
の
も
と

執
行
さ
れ
、
三
百
九
十

人
が
参
拝
し
た
。

祭
員
は
茨
城
主
会
、

伶
人
は
宮
咩
会
関
東
支

部
、
大
本
神
諭
拝
読
は

飯
田
多
津
子
茨
城
主
会

長
、
少
年
少
女
祭
員
は

茨
城
主
会
の
松
浦
和
日

く
ん
・
片
桐
詩
音
梨
さ
ん
・
片
桐
聖
翔
く
ん
、
添

釜
は
村
井
社
中
の
み
な
さ
ん
が
担
当
し
た
。

祭
典
後
、
浅
田
秋
彦
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
前
日
の
十
二
日
ま
で
開
か
れ

た
「
出
口
王
仁
三
郎
と
そ
の
一
門
の
作
品
展
」
の

入
場
者
と
様
子
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
放
送
を

紹
介
し
な
が
ら
信
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
を
促
し

た
ほ
か
、
成
人
式
典
に
出
席
者
に
祝
辞
を
述
べ
た
。

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

２
月３

日
（
日
）	

午
後
６
時
30
分
執
行

	

節
分
大
祭
遥
拝
祭

	

二
代
教
主
・
四
代
教
主
聖
誕
祭

10
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

東
光
苑
月
次
祭
・
豊
年
祈
願
祭

	

市
杵
島
姫
命
例
大
祭

20
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

		

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2013
」

	

講
題

救
世
の
仕
組〜

世
の
立
替
え
立
直
し
〜

	

講
師

森
良
秀
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
）

23
日
（
土
）
24
日
（
日
）

	
	

教
本
３
級
認
定
講
習
会

	

24
日
（
日
）	

午
前
10
時

	
	

関
東
教
区
祭
務
部
長
研
修
会

３
月10

日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

東
光
苑
月
次
祭
・
春
季
合
同
慰
霊
祭

20
日
（
水
）	

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

		

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2013
」

	

講
題

一
つ
の
神
、一
つ
の
世
界
、一
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（
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年
）

東光苑春季祭式講習会
日　程	 ３月２３日（土）午前９時より受付

〜２４日（日）午後４時ごろ閉講予定

会　場	 東光苑（大本東京本部・東京宣教センター）

参加費	 １人１, ０００円

	 ※食事・宿泊代は別途実費を徴収します

内　容	 初級クラス 基本動作から月次祭まで

	 中級クラス 大神鎮座祭・祖霊鎮祭・年祭・

	 	 合祀祭など

	 特別クラス 葬祭斎主（誄詞作文）・袍の着付

	 	 けなどを実習

	 ※特別クラスは祭式認定級の試験はありません

持参品	 笏、大本祭式の本、帯または紐（懐笏時に必

要）、筆記用具、動きやすい服装、足袋（あ

れば履く方が動作が容易）、宿泊用品（宿泊

の方）※笏は稽古用を貸与可能

申込み	 受講クラス・食事・宿泊を明記の上、大本東

京本部祭務課「春季祭式講習会」宛にお申込

み下さい

定　員	 ４０人　※定員になり次第締め切りとします

締　切	 ３月１６日（土）

認定試験	 初級・中級の大本祭式認定試験は、昨年９月の秋

季祭式講習会をご受講された方が対象となります


